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洋服におけ る胸部，背部のゆるみ及び袖山の高さは，

上半身の動作ならびに上肢の運動に影響する所が多 く，

且つ外観上からも重要なことがらであ る。 ‥

そこで私は上半身の動作にともなう胸囲の変化 及び胸

部と背部の寸 法の変化を実測し，必要 ゆ る み 分量を求

め，次に各方式に よるゆるみ分量にしたが って基本的な

平 常用ブ ラウスを 製作し ，着用実験によって外観，機 能

の面から適当なゆるみを検討した。

更 に袖山の高さが身ごろ のゆるみに関係が深い ので，

上肢 の運動に よる腕廻りならびにﾈ由山の高さ の変化を実

測し ，袖山の高さと，身 ごろ のゆるみをかえたブ ラウス

を製作し，着 用実験によって外観 ，機能の面から身ごろ

の ゆるみと，袖山の高さ との関係を検討し たのでモの結

果を 報告する。


